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防衛イノベーション科学技術研究所と
実証型ブレークスルー研究の概要



概要

防衛イノベーション科学技術研究所の
オフィスイメージ（２３F）

防衛イノベーションや画期的な装備品等を生み出す機能を抜本的に強化するため、2024年10月、防衛装備
庁防衛イノベーション科学技術研究所を恵比寿ガーデンプレイスに創設。

米国のDARPA ※１ （国防高等研究計画局）やDIU ※２ （国防イノベーションユニット）の取組を参考とした
ブレークスルー研究により、変化の早い様々な技術を活用し、防衛省・自衛隊の新たな機能、能力の獲得
や社会のあり方をも大きく変える防衛イノベーションを創出。

防衛イノベーション科学技術研究所の
オフィスイメージ（２０F）

※１ DARPA: Defense Advanced Research Projects Agency 
※２ DIU : Defense Innovation Unit

2024年10月
創設

2024年10月
創設

2026年3月
運用開始

予定

2026年3月
運用開始

予定
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ブレークスルー研究の位置づけ
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実証型ブレークスルー研究
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部隊等で
の運用

実証型ブレーク
スルー研究

民生の先進技術

DIU (DIU: Defense Innovation Unit：国防イノベーションユニット)の取組を参考

民生先端技術の取り込みと早期実用化を目指した研究を実施

スタートアップ等の外部機関が持つ様々な技術を組み合わせることで、将来
の戦いに必要な機能、能力をできるだけ早く創出する研究

実証型ブレークスルー研究の流れ

ニーズ等からの必要性

部隊課題
スタートアップ等からの

ピッチ・プレゼン等

プライズコンペティション
• 特定のテーマに対して優れた技術を提案したスタートアップ等を表彰するイベント

スタートアップ等からのピッチ等
• 部隊課題解決のため、スタートアップ等が持つ新興技術を活用した技術提案を公募

事業化から３年を目途に部隊等での運用につなげる

プライズ
コンペティション

部隊等での運用が見込まれるものは取込

ニーズの
具体性

強
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実証型ブレークスルー研究で取り組んでいる
事業の紹介
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生成ＡＩを活用したナラティブ分析装置の研究（１／３）

わが国は、偽情報などの拡散など認知領域を含む情報戦への対応能力を強化することとしている。

防衛省・自衛隊は、認知領域を含む情報戦に対して平素から、

① 情報機能を強化することで、多様な情報収集能力を獲得しつつ、

② 諸外国による偽情報の流布を始めとしたあらゆる脅威に対して、その真偽や意図などを見極め、様々な手段で無力
化などの対処を行うとともに、

③ 同盟国・同志国などとの連携のもと、あらゆる機会を捉え、適切な情報を迅速かつ戦略的に発信する、

といった手段を通じて、わが国の意思決定への影響を防ぎつつ、より望ましい安全保障環境を構築していく。
なお、わが国の信頼を損なうような取組（SNSなどによる偽情報の流布、世論操作、謀略など）は行わない。

生成ＡＩによりナラティブの分析及びナラティブを打ち消す情報の提案が可能な装置を実現することで、
諸外国によるSNS等を用いた情報戦に対応する能力の獲得を目指している。

情報の真偽や意図などを見極め、様々な手段で無力化などの対処が必要。
膨大な知識やあらゆる発信（ＳＮＳを含む）を横断的に分析する必要。

SNS: Social Networking Service

※ナラティブとは「政策上の目標に対して心理及び認知領域における正当性を付与するように、意図的に作成された物語」のこと。

【認知領域を含む情報戦への対応】
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生成ＡＩを活用したナラティブ分析装置の研究（２／３）

ナラティブ分析装置の活用イメージ

諸外国からＳＮＳ等で流布される情報
（偽情報やナラティブを含む可能性）

生成ＡＩを活用した
ナラティブ分析装置

収集 分析 提案

真偽推定

意図推定

発信情報案

【インプット】 【アウトプット】

民生生成ＡＩ（ＬＬＭ：大規模言語モデル）をファインチューニングした分析モデルにより、わが国の意思決定等に影響を与
える可能性のある偽情報やナラティブ（意図的に作成された物語）を含む情報に関する分析装置を実現する。

（案）

LLM: Large Language Model

契約相手方：株式会社デジタルレシピ

【研究概要】
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生成ＡＩを活用したナラティブ分析装置の研究（３／３）

※デモの画面は研究中のものです。

【研究の取組状況】

ＡＩエンジニアのみならず、各分野の専門家を集結させソリューションを検討
早期段階から分析デモにより活用方法をイメージアップ
生成AI活用の進展に遅れをとらないスピード感で事業を推進



戦術行動迅速化に資する情報統合可視化技術の研究（１／４）

10

・ 隊員用情報共有プラットフォーム上に生体情報等からＡＩにより推定した隊員・部隊の
状態や地理空間情報等を可視化

・ 民生ハードウェア、米国・ＮＡＴＯ等で標準となっているソフトウェアを活用

部隊指揮官による隊員、周辺環境等に関する情報の迅速・正確な認識を支援

スマートフォン型端末

UAV

ウェアラブルセンサ
（生体・位置情報等）

ウェアラブルカメラ

UAV: Unmanned Aerial Vehicle

契約相手方：アジア航測株式会社

【研究概要】



戦術行動迅速化に資する情報統合可視化技術の研究（２／４）
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１． 地形分析機能・・・赤色立体地図、標高段彩図、等高線等の地形データを立体表示

２． 位置情報共有機能・・・端末同士の位置情報や、任意のポイント座標等を端末間で共有

【機能の一例】



戦術行動迅速化に資する情報統合可視化技術の研究（３／４）
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陸上自衛隊富士学校において

【陸上自衛隊との調整（１／２）】
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陸上自衛隊第１空挺団において

戦術行動迅速化に資する情報統合可視化技術の研究（４／４）

【陸上自衛隊との調整（２／２）】



防衛イノベーション科学技術研究所
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諸外国の取組の例



米国DIU（Defense Innovation Unit）の取組
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引用 ： 「Quick Overview of DIU and DIU Acquisition Process (Commercial Solutions Opening)」 DIU Acquisition-LTC Chris Noll, Lt Col Nick Du Pre

【DIUのプロジェクトライフサイクル】



国防技術活用プログラム（Defence Technology Exploitation Programme（DTEP））
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DTEPの概要
• 中小企業による国防サプライチェーンへの参入を支援するための制度で、中小企業と上位層サプライヤーとのパー

トナーシップに対し、プロジェクト総額の最大50％（各プロジェクトの総額は最大100万ポンド、合計支援額は最
大50万ポンド）を政府機関であるInnovate UKが支援

• 企業が新規事業を獲得し、産業能力を発展させ、国内外の国防課題に対する最先端の解決策を提供することを支援
する目的で実施され、具体的には以下の３点を目標とする

1. 英国の国防サプライチェーン企業の技術開発能力を強化する
2. 英国の国防サプライチェーンの中で付加価値の高い雇用を創出・維持する
3. 国防省の永続的な能力課題に沿った技術開発を可能にする

• DTEPに採用されることにより、中小企業に以下の機会が提供される
英国の国防サプライチェーンに新技術、新材料、新たなプロセスを導入する
国防省の永続的な能力課題に沿った新たな最先端サプライチェーン連携を構築する
産業能力を発展させる
規模を拡大し、国防関連のサプライヤーとなる

• DTEPに応募するための基本要件
英国を拠点とし、英国内でプロジェクトを実施予定であること
応募時点およびプロジェクト期間中において英国登録上位層サプライヤーとパートナーを組む予定であること
指定された国防省の永続的な能力課題の少なくとも一つと強い整合性があること

出典：DASA HP, Annual Review 2023-2024, DASA Strategy 2024-26

英 DASA (Defence and Security Accelerator) の取組（1/2）
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英 DASA (Defence and Security Accelerator) の取組（2/2）

DTEPのプロセスと詳細要件 出典：DASA HP, Annual Review 2023-2024, DASA Strategy 2024-26

新たなプロセスや材
料、技術の導入によ
り国防サプライ
チェーンにメリット
をもたらすプロジェ
クトを立案する
各地域のDASAイノ
ベーションパート
ナーと連携し、上位
層パートナーを特定
する

DASA DTEP Online
Submissionを入力する
産業プロジェクト審査パネ
ルにより審査される
DASAビジネスリレーショ
ンシップマネージャーと協
力し、フィードバックを踏
まえて改善する
DASAビジネスリレーショ
ンシップマネージャーは、
連携契約や知的財産保護に
関するガイダンスも提供す
る

特定 審査 ピッチ 評価 採用

フィードバックを踏
まえ、提案の全体版
を完成させる
産業プロジェクト審
査パネルにプロジェ
クトをプレゼンする
DASAビジネスリ
レーションシップマ
ネージャーから
フィードバックを受
ける

パネルからの
フィードバックを
踏まえ、望ましさ、
DTEPの能力優先
分野との整合性の
観点から、国防省
が評価を実施

採用された場合、
Innovate UKが助
成金を支給し、継
続的なプロジェク
トモニタリングを
実施する
上位層パートナー
や他の連携パート
ナーとともにプロ
ジェクトが開始さ
れる

応募から採用までのプロセス

プロジェクトの立案段階からプロジェクトの実施期間中までを通して、DASAビジネスリレーションシップマネージャー
が応募者をサポートする
提案採用後、Innovate UKはプロジェクト全体を通して進捗をモニターするモニタリングオフィサーを任命する

国防技術活用プログラム（Defence Technology Exploitation Programme（DTEP））
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防衛イノベーション科学技術研究所における
共創活動支援の取組



防衛イノベーション科学技術研究所におけるスタートアップ、非防衛産業等との共創活動支援
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<目標>

交流イベントやコミュニティ作りを通じ、防衛への理解と関心、弊所の取組の認知度を向上

安全保障技術研究推進制度/ブレークスルー研究に資する技術発掘とプログラムマネージャ(PM)の探索

<具体的アプローチ>

① 技術とニーズの相互理解を深め、弊所プログラムの理解を促進
② 共通課題を共有・整理し、革新技術に基づく研究・開発プロジェクトを構想
③ 適切な人材(PM)を見出し、研究・開発体制を強化
④ スタートアップ企業や非防衛産業、大学、研究機関が参入しやすい環境を醸成

陸・海・空自衛隊での実装・運用
イベント実施・コミュニティ構築

スタートアップ、非防衛産業、研究機関、
防衛産業、ベンチャーキャピタル、アカデ
ミア、防衛省関係者 etc…

相互交流・理解 共創と技術構築 防衛イノベーション創出

理解の深化

相互交流・理解（①）

共創と技術構築
（②③④）



防衛イノベーション科学技術研究所におけるスタートアップ、非防衛産業等との共創活動支援
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エビスのイノベ研で
防衛コラボに仮入部してみる

エビノベ（仮入部）



結び
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防衛イノベーション科学技術研究所として、引き続き、先端技術を自衛隊に届け
るため、実証型ブレークスルー研究を始めとして様々な取組を進めてまいります。

この取組を広めていくため、様々な関係者の皆様の引き続きの協力をお願いい
たします。
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ご清聴ありがとうございました！！


